
24

05

日
刊
工
業
新
聞

N
O

.

ペ
ー
ジ

年
月
日

無
断
転
載

・
複
写
禁
止

㈱
日
刊
工
業
新
聞
社

27

23

再
生
水
の
課
題

手支補fで
貝5 ,̂
s ;a - ~... .. ,. 

挑戦一

医
薬
汚
水
の
無
害
化
処
理

酸化グラフェン複合膜による浄化の仕組み：
静電特性と分子サイズで汚染物質を除去

汚れた水ー 。e 汚れ成分を除去し
水分子だけ透過
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酸
化
グ
ラ
フ
工

ン
膜
で
除
去

C
P
S
)
が
含
ま
れ
る
。

人
が
服
用
し
た
医
薬
品
が

代
謝
に
よ
り
多
様
な
化
合

せ
つ

物
が
生
成
し
、
排
泄
物
と

そ
く

し
て
排
出
さ
れ
た
り
、
化
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

開
発
が
望
ま
れ
て
い
る
。

を
使
っ
た
環
境
負
荷
低
減
塞
力
を
併
せ
持
ち
、
製
法
一

粧
品
や
洗
剤
な
ど
の
使
用

P
P
C
P
Sは
、
一
般
産
総
研
で
は
、
新
材
料
技
術
を
研
究
し
て
い
る
。

が
比
較
的
簡
単
で
あ
る
な
i
,
プ

で
排
出
さ
れ
た
り
す
る
。

に
濃
度
が
低
く
、
分
子
の
特
に

、

種
々
ど
の
長
所
を
持
っ
て
い
~

部
一

應
も
幅
広
い
た
め
、
吸

の

酸

化

グ

ラ

る

。
ま
た
、
特
異
な
選
択
一
究
ル

耐
薬
品
と
防
汚
力

研
グ

着
や
光
触
媒
、
オ

ゾ

ン

酸

フ

ェ

ン

膜

や

的

水

透

過

性

を

示

す

こ

と

i

生

究

医

薬

品

の

場

合

置

化

な

ど

に

よ

る

従

来

の

処

グ

ラ

フ

ェ

ン

か

ら

、

脱

塩

、
海

水

淡

水

一

”

呻
頑

・

環

応

研

の

岱

班

切

で

も

細

菌

が

薬

理

技

術

で

は

、

完

全

な

分

ナ

ノ

複

合

材

化

お

よ

び

水

環

境

分

野

に

i

剤
耐
性
を
引
き
起
こ
す
こ
解
や
除
去
は
非
常
に
困
難
料
を
駆
使
し
お
い
て

、

近
年
注
目
を
集
~
学

任

と
や
分
解
困
難
な
化
合
物
だ
っ
た
。

ナ
ノ
濾
過
や
逆
て
、
微
少
濃
め
て
い
る

。

~
研

化
主

i

総

面
級

イ
オ
ン
性
に
着
目

一

産
界
上

が

環

境

汚

染

を

引

き

起

こ

浸

透

な

ど

の

先

進

的

膜

技

度

の

有

機

汚

す
な
ど
、
人

お

よ

び

生

態

術

で

も

、

装

置

の

複

雑

化

染

物

質

を

除
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系
に
危
害
が
及
ぶ
可
能
性
に
伴
う
高
コ
ス
ト
、
低

分

去

す

る

技

術

我

々

は

酸

化

グ

ラ

フ

ェ

に

関

係

す

る

こ

と

を

突

き

そ

の

結

果

、
さ
ま
ざ
ま

国
連
の
持
続
可
能
な
開
が
あ
る
。
P
P
C
P
Sは
子
量
の

一
部

の

親

水

性

汚

を

開

発

し

て

ン

膜

の

イ

オ

ン

性
に
着
目
止
め
た
。
こ
の
知
見
に
基
な
極
性
を
持
つ
P
P
C
P

発
目
標

(
S
D
G
S
)

の
種
類
が
豊
富
な
た
め
、
で

染

物

質

を

除

去

で

き

な

い

い

る

。

し
て
そ
の
分
離
メ
カ
ニ
ズ
づ
い
て
、
炭
素
量
子
ド
ッ

S
を
一
度
に
分
離

・
除
去

―
つ
に
、
裔
題
の
解
決
き
る
だ
け
多
く
の
種
類
の
な
ど
の
難
点
が
あ
る
。
こ

酸

化

グ

ラ

ム

の

詳

細

な

解

析

か

ら

着

卜

と

い

う

新

し

い

ナ

ノ

炭

で

き

る

よ

う

に

な

っ

た

。

が
あ
る
。
再
生
水
の
利
用

P
P
C
P
Sを
迅
速
に
無
れ
ら
に
代
わ
る
新
た
な
P

フ
ェ
ン
膜
手
し
、
分
離
挙
動
だ
け
で
素
粒
子
を
酸
化
グ
ラ
フ
ェ
現
在
は
物
理
化
学
的
溝
造

は
有
効
な
解
決
策
の
＿
つ
害
化
処
理
で
き
る
技
術
が

P
C
P
S
の

処

理

技

術

の

は

、
炭
素
質
な
く
、
通
水
量
の
変
化
パ
ン
膜
の
層
間
に
挿
入
し
、

を
最
適
化
し
、
分
離
性
能

だ
。
家

庭

な

ど

か

ら

の

排

膜

に

特

有

の

タ

ー

ン

が

分

離

対

象

の

イ

正

・
負
電
荷
が
共
存
す
る
を
実
用
レ
ベ
ル
ま
で
高
め

水

に

は

数

多

く

の

医

薬

品

耐

薬

品

性

や

オ

ン

の

ク

ー

ロ

ン

ポ

テ

ン

層

間

荷

電

状

態

を

作

り

出

る

研

究

に

取

り

組

ん

で

い

•

生
活
関
連
物
質
(p
p

防
汚
．

抗
閉
シ
ャ
ル
の
大
き
さ
と
密
接
し
た。

る
。

（木
曜
日

に
掲
載
）

水分子

9,  

王正明

専門は環境工学、吸着化学、触
媒。ナノ材料、特に酸化グラフェ
ン、炭素星子ドットを応用した環境
リスク削減に関する研究に長く従事
してきた。バイオ、センシング、エ
ネルギーなど、分野を限らず幅広い
連携研究を希望しており、共に成長
する関係をつくっていきたい。

プ
ロ
フ
ィ
ル




